
登録番号 演題名

00001 新型イリザロフ創外固定器:eX2（エックスツー）リング

00002 関節鏡とイリザロフ創外固定器を用いて治療を行ったPilon骨折の一例

00003 Masquelet法での骨移植後感染の予測因子について

00004 新鮮アキレス腱縫合術後・陳旧アキレス腱再建術後感染に閉鎖性陰圧療法を行った2例

00005 小児脛骨骨幹部骨折の保存治療失敗例に対するリング型創外固定治療-1例報告-

00006 遊離広背筋皮弁で再建した足部デグロービング損傷の1例

00007 片側肥大症にイリザロフ法で脚延長を行うも術後感染性偽関節となった１例

00008 指用イリザロフ創外固定を用いたPIP関節内骨折治療

00009 先天性下腿偽関節症に対し4-in-1手術，Masquelet法を用いた1例

00010 イリザロフ式創外固定器用カバーの作成について

00011 創外固定術後の疼痛に対して睡眠環境を調整し疼痛コントロール良好となった一症例

00012 薬剤過敏症症候群を発症した開放性ピロン骨折に創外固定を用いて治療した１例

00013 肘関節に対する創外固定装着中における患者満足度を調査した1例

00014 体外式脊椎固定術に伴う周術期合併症の検討

00015 大腿骨骨幹部骨折治療後の変形癒合に対しイリザロフ創外固定器を用いて矯正した１例

00016 一時的創外固定骨折治療術の治療成績

00017 創外固定装着患者における看護行為基準と患者指導パンフレット作成後の現状と課題

00018 イリザロフ装着に伴うボディイメージ変化への受け入れと自宅退院に向けた看護

00019 先天性脛骨偽関節症に対し緩徐矯正後早期にプレートコンバージョンを行った1例

00020 テイラーフレームを用いた創外固定に関する器械取扱書の作成

00021 小児の第5中足骨感染性偽関節に対してMasquelet法で治療した一例

00022 関節リウマチでの距腿関節固定術後偽関節に対する再関節固定術の1例

00023 偽性軟骨無形成症による両下肢変形に対して創外固定器を用いた変形矯正を施行した一例

00024 両大腿骨矯正骨切り術・両下腿骨延長術を施行し再就職に向け理学療法を実施した一症例

00025 骨髄炎を合併した外反母趾の変形矯正に創外固定を用いた1例

00026 足関節周囲に対する創外固定術後患者の歩行特性 -慣性センサを用いた膝関節角度推定

00027 感染を伴う上腕骨骨幹部骨折後偽関節に対してMasquelet法で再建した1例

00028 足関節固定術後の歩行障害に対する手術治療

00029 ウェブサイト上の四肢延長術に関する情報の質に対する評価

00030 多発性骨軟骨腫による下肢変形に対してリング型創外固定器による矯正術を施行した一例

00031 下腿遠位脛腓骨貫通ワイヤ－による脛腓間癒合に対し治療を要した1例

00032 脚延長しmasquelet法で骨再建した大腿骨骨幹部骨折術後偽関節の１例

00033 足底の軟部組織が全欠損した足部に対する知覚再建を伴わない軟部組織再建の一例

00034 一時的創外固定術後感染を生じた脛腓骨遠位端骨折に対する低侵襲治療

発表日時等が確定次第、ご登録頂きましたアドレス宛に改めてご連絡申し上げます



登録番号 演題名

00035 外傷後変形性足関節症にイリザロフ創外固定器併用DTOOで関節温存した1例

00036 11歳男児に対する大腿骨近位骨幹部骨折に対して創外固定器で加療した2例

00037 延長手指骨の屈曲による外傷指の機能再建“Callus　bending ”

00038 両側変形性膝関節症/足関節症に対する脛骨顆外反骨切り術と遠位脛骨斜め骨切り術

00039 小児下腿回旋変形遺残に対する治療時の問題点

00040 手術治療を行ったEllis-van Creveld症候群の長期経過観察症例

00041 足部／下腿難治性潰瘍・壊疽に対するホフマン3創外固定を用いた遊離皮弁再建手術

00042 エホバの証人の多発骨折に対してRing型創外固定器を用いて治療した一例

00043 4期の内反型型変形性足関節症に対するDTOOの臨床成績とプレート固定の問題点

00044 当院で施行したacute shortening distraction法の検討

00045 海外で下肢延長術を施行された男性の転帰

00046 外傷性膝窩動脈損傷に対する治療アルゴリズムの構築と膝関節機能成績

00047 先天性脛骨偽関節症の骨癒合後に対する脛骨仮骨延長術

00048 足関節脱臼骨折に対する鋼線固定を用いた脱臼整復

00049 先天性下腿湾曲症（delta tibia）の手術経過

00050 Bone TransportにCLAPを併用した下腿開放骨折後感染性偽関節の1例

00051 一時的創外固定を行う際の工夫について

00052 尖足拘縮を伴う脛骨腓骨遠位端骨折術後感染性偽関節に対する治療

00053 末期変形性足関節症に対するイリザロフ創外固定器を用いたDTOOによる関節温存手術

00054 当院における軟骨無形成症および軟骨低形成症に対する下肢延長後の抜釘後骨折について

00055 創外固定術で治療した小児上腕骨顆上骨折の治療成績

00056 早期軟部組織再建を可能とするICG蛍光造影法の有用性

00057 重症下腿開放骨折後の感染性偽関節に対し腓骨移動術で治療した１例

00058 糖尿病性シャルコー足関節に対し、順行性髄内定による距腿関節固定術を施行した2例

00059 血性水疱形成を伴う高齢者下肢骨折におけるリング型創外固定

00060 高齢者下腿骨折における骨粗鬆症患者と非骨粗鬆症患者の比較

00061 Focal fibrocartilaginous dysplasiaによる変形に対する創外固定による緩徐矯正

00062 FDG-PET/CTが治療に有用であった感染性偽関節の一例


